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UMAP ショートプログラム 派遣留学報告書 

  記入日 2019 年 8 月20 日 

派 遣 プ ロ グ ラ ム □HUSA  □USAC  □UMAP  

留 学 先 大 学 輔仁 大学 （国名：台湾 ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 教育学部 第3 類言語文化教育系 日本語教育系コース 

留 学 期 間 2019 年8 月４日～ 2019 年８月１７日 

 

１．留学するまで 

留 学 へ の 志 望 動 機 ・ 

派遣先大学を希望した理由 

台湾を選んだ理由としては、旅行として何度か訪れたことのある台湾にとても親しみがあ

り、現地の同級生の人々と交流をしながら、台湾について学びたいと考えていたから。ま

た、今回のプログラムは中国語能力を必要としていなかったことや、様々な国からの学生

が参加するということがとても魅力的であったから。 

留学準備を始めた時期 

（応募する何か月前です

か？） 

３か月前から 

事前準備について 

（どのような準備をした

か，しておけばよかったか） 

台湾についての歴史への知識が少なかったため、自分で事前に勉強を行った。また、現地

では、英語が参加者全員の共通言語であるため、英会話教室などにも通い、英語力の向上

に努めた。 

 

2．渡航について 

出 国 年 月 日  2019 年 8 月 4 日 

経 路 （ 往 路 ） 広島空港－桃園国際空港 

現 地 で の 出 迎 え  □有（大学関係者 ・ その他）    □無 

到着後オリエンテーショ

ンの有無・期間・内容 

 □有（期間：数分  内容：ホテルでの過ごし方や緊急連絡先についてなど  ） 

 □無 

帰 国 年 月 日   2019  年 8 月17  日 

経 路 （ 復 路 ） 桃園国際空港－広島空港 

 

3．留学費用について 

支

出

額 

総額 83,500 円 

内訳 

渡航費（往復） 60,000 円 

保険料 6,000 円 

教材費（授業料以外の学費）  円 

宿舎費（住居費）  円 

光熱費  円 

食費 15,000 円 

通信費（インターネット・携帯） 2,500 円 

交通費（宿舎－大学間）  円 

その他（      費）（  円 

4．授業・修学について 
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授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム，履修した科目，

時間数，履修形態等） 

主に午前中に台湾の経済や文化についての講義があり、午後からはフィールドワークに出か

けるようなプログラムであった。教室内の授業は、2 週間で経済・文化をそれぞれ2 コマず

つ、中国語会話1 コマであった。（1 コマ3 時間） 

単位互換希望の有無 □有    □無 

授業・勉強についての

アドバイス 

（留学前の履修，留学

中，単位取得等） 

特になし 

日本と異なる授業形態

などにおける困難や挑

戦（ティーチングスタ

イル・先生と学生の関

係性など） 

特になし 

 

5．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 □大学の寮  □アパート  □その他（  ホテル   ） 

住居の広さ 約   ２３    ㎡  同居人の有無 □有（   人） □無 

住居に附属する設備 □電気  □ガス  □水道  □給湯  □シャワー  □風呂 

□水洗便所  □暖房  □冷房  □台所  □食堂  □固定電話 

□インターネット  □その他（ ミネラルウォーター、朝食ビュッフェ、電子金庫、電気

ケトル、冷蔵庫、ヘアドライヤー                 ） 

住居費 １ヶ月当たり   (現地通貨) 約  0    円 

（２）医療について 

保険の加入先 □本学指定の保険  □留学先大学指定の保険  □その他（      ） 

保険の補償内容 補償額 死亡 100,000,000   円、 入院1日     円 

その他（            ） 

留学前後での予防接種の必

要の有無 

□有（種類：    回数：    医療機関名：    ） 

□無 

留学先での健康管理，衛生

面について特に注意すべき

こと 

特になし 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと 

特になし 

 

（4）食生活についてのアドバイス 

現地の食事が合わなかったため、カップ麺などを持参してよかったと思う。 

 

（5）気候・服装についてのアドバイス 

日本の夏と同様 
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（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

ホテルでは十分なWi-Fi環境が整っていた。学校もホテルも施設・設備環境に関して全く問題なかった。特にホテルは24

時間ホテルのスタッフが対応してくれ、各部屋の鍵もオートロックなので、セキュリティ面もしっかりとしていた。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

各グループに現地の学生が一人ずつ入っていたが、その他の現地の大学の学生と関わる機会はプログラムの内容的にも少

なかった。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと 

特になし 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの 

食料 

6．帰国後の進路について 

卒業予定年月  2020    年 ３ 月  （当初の卒業予定年月     2020 年 ３  月） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 

日本航空に就職予定 

7．後輩へのメッセージ 

UMAP、台湾の関係者の方々から、手厚いサポートをしていただけるので、UMAPプログラムでは、とても充実し

た留学生活を送ることができると思います。特に今回私が参加したSummer Camp は、様々な国からの学生が集ま

り、交流することができるので、来年以降のキャンプに、ぜひ多くの方々に参加してもらいたいと思いました。開催

国の文化を学ぶことができるだけでなく、様々な国の文化や価値観についても学ぶことができます。 
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9．自由記述（1,200字程度） 
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①留学を終えての所感 

何よりも、このような素晴らしいプログラムに参加させて頂けたこと、そしてプログラムの開催にあたって、多く

の関係者の方々からサポートして頂いたことに、とても感謝しております。 

毎日充実したプログラムが設定されているだけでなく、とても綺麗なホテルの一人部屋で快適に過ごすことができ、

体調などを崩すことなく、全日程をとても楽しく過ごすことができました。特に、8 か国から学生が来ていたので、

学生と交流することが何よりも楽しく、そこから学ぶことが多かったと思います。用意してくださっているプログラ

ムは毎日過密スケジュールでしたが、午前（授業）午後（フィールドワーク）か、一日中フィールドワークだったの

で、毎日変化があり、とても楽しかったです。また、食事面では、すべての朝食はホテルのビュッフェ、お昼は2 日

に1 回ぐらいのペースでお弁当かレストラン、ケータリングを用意してくださったので、経済的な負担も少なかった

と思います。台北中心部へのアクセスが良い立地のホテルで、門限も厳しくなく、MRT のカードも事前にチャージさ

れたものを頂いたので、日中のプログラム終了後は、様々な国の学生と台北観光を毎日することができました。課題

については、最終発表のプレゼンの準備のみで、日々の課題や予習などは全くなかったので、自分たちのペースで発

表の準備も進めることができました。特に大変なことや苦労したことはありませんでしたが、様々な国から学生が来

ているので、経済的な価値観が異なり、食事やタクシーの利用などの感覚を合わせなければならないこともありまし

たが、それもとてもいい経験であったと思います。 

 

②留学期間中，最も印象に残った体験・出来事 

留学中に、マグニチュード６の地震が発生し、体感できるような震度の地震も何度かあったので、とても怖い思い

をしました。また大型の台風も直撃したので、プログラムの内容が変更になったりしたものもありましたが、現地コ

ーディネーターの方が、Facebook 上の掲示板で、どんな小さなことでも、いつも丁寧な連絡や情報共有を迅速にし

てくださったので、地震や台風に遭遇しても安心して過ごすことができました。 

 

③留学の成果，留学前と比較して成長した点 

短期間ではあったものの、英語ですべてのプログラムや会話は行われていたので、英語力の向上を実感することが

できました。また、台湾についての文化や経済、歴史についての理解を深めることはもちろんですが、8 か国の学生

と交流することで、様々な言語や、価値観を共有することができました。また、個人としては、留学前と比較し、危

機管理を常に意識するようになったのではないかと成長を感じています。 

 

④今回の留学での経験や成果を今後どのように活かしたいか（将来のキャリアパスも含めて） 

卒業後の進路先は留学前に決まっていましたが、改めて自身の進路選択がとても自分に合っているものだと感じる

と共に、就職後に働くことが益々楽しみになりました。日々、様々な国のお客さまと関わる仕事であり、海外に多く

行くため、今回学んだことを活かしていきたいと感じました。また今回のプログラムは2 週間で終了ですが、今回作

った多くの友達との関係をこれからも大切にしていきたいと思っております。 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSAホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，国際交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。 
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＊大学の支援体制構築のためにご協力をお願いします（このページはHP
・ ・

に
・

掲載
・ ・

しません
・ ・ ・ ・

） 

 

氏 名
ふ り が な

 上田聡華 
学 生 番 号 

B165400 

現 在 の 本 学 で の 

所 属 学 部 ・ 研 究 科 
教育学部 日本語教育系コース 

学部 

研究科 
４ 年次 

 

 

 

帰国後の再適応・逆カルチャーショックについて 

1. 帰国後，逆カルチャーショック

を感じましたか？ 

 

□はい，とても感じた 

□はい，少し感じた   

□いいえ，ほとんど感じなかった                     

2. 何について逆カルチャーショッ

クを感じましたか？ 

□大学の授業の違い   □上下関係などの礼儀  □形式に対する態度  

□日本語使用による対人関係   □日本人の交流・友人関係 

□空間（広い・狭い）   □価値観・人生観の違い      

□先生と学生の関係   □キャリアに対する認識  □文化多様性の少なさ 

3. 帰国後，感じた気持ちを選択し

てください（複数可） 

□安心・安堵    □わくわく   □将来への不安    

□空虚感（虚無感）   □やる気がおきない    □刺激がない・退屈 

□孤立感（理解者がいない,取り残された）  □また海外に行きたい 

□留学したことを後悔    □留学の意義がわからない 

4. 帰国後の再適応のための大学に

おける支援を希望しますか？ 

□はい，希望する  

□いいえ，特に希望しない 

5. 希望する場合，どのような支援

を希望しますか？ 

□再適応・逆カルチャーショックに関するセミナー 

□他の留学経験者との交流    

□相談     □留学の生かし方に関するセミナー 

□その他 （                            ） 


